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すべての国で核兵器禁止条約の批准をすべての国で核兵器禁止条約の批准をすべての国で核兵器禁止条約の批准を
　神奈川県内の平和行進は、神奈川県原爆被災者、神奈川県民ピースリレー実行委員会（ユーコープ、
パルシステム神奈川、川崎医療生協、神奈川県生協連）、国民平和行進実行委員会（原水協神奈川県協
議会等）の3団体が協力して「神奈川県平和行進懇談会」をつくり、県内13日間の運営をしています。
　新型コロナウイルス感染がまだ収束したといえる状況になっていないことから今年も重点ポイントで
のスタンディング集会を中心とした開催となりましたが核兵器禁止条約が発効されて一年、ロシアの核
兵器使用をほのめかす発言や北朝鮮の短距離弾道ミサイル発射実験等核戦力の近代化を推進する動
きが高まっています。日本政府に核兵器禁止条約批准を訴え、核兵器のない平和な世界のために平和
を訴えてまいりましょう。

核兵器のない世界を！ 青い地球・平和な未来をこどもたちに 

神奈川県内13日間のピースリレー■今年もコロナ対策をして開催神奈川県内13日間のピースリレー 今年もコロナ対策をして開催
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　県生協連も参加する「消費税を含めた税のあり
方を考えるネットワーク」（消費税ネット）は4月16
日、「消費税は社会保障のためって本当？」と題した
公開の学習会を開催しました。当日は会場40名・Ｗ
ｅｂ30名、合計70名が参加しました。
講師を務めた佐久大学特任教授の唐鎌直義さん
は、消費税は所得額でなく消費額に応じて負担する
ため所得が高いほど税負担率が低く、所得税の累
進性が完全に相殺されていることをデータに基づ
いて指摘されました。
また、日本・米国・英国・フランス・ドイツ・スウェーデン
の6か国で国民総所得の何％を社会保障給付に
使っているか（社会支出）を比較すると、最も高いス
ウェーデンと比べ、日本は約2分の1に過ぎないと
し、分野別では特に医療や貧困に関連する分野（住
宅、労働、失業）が遅れていることが詳細なデータに
よって報告されました。
　消費税ネットでは、引き続き学習会を継続的に進
めていく予定です。

活動紹介

消費税ネット学習会
「消費税は社会保障のためって本当？」を開催

　神奈川県消団連と神奈川県生協連の共催で、4月14日
に、環境に関する神奈川県の取組について2部構成で学習
会を開催しました。
　第一部は、「かながわ脱炭素ビジョン2050」をテーマに県
のご担当者よりお話しをいただきました。世界と日本全体の
動きをふまえて、神奈川県でも「2050年脱炭素社会」の実
現を表明し、国の新たな温室効果ガス削減目標を踏まえ
2030年度には2013年度比で45％の削減へと目標を見直
したこと、再生可能エネルギーの利用拡大に向けた県の取
組とあわせて、「脱炭素型ライフスタイル」への意識改革の
必要性について報告をいただきました。参加者からは2050
ビジョンの政策や予算、具体的なアクションについての質問
や、ポテンシャルに対するご指摘、神川奈川県内の森林の有
効活用への要望等が寄せられました。
　第二部は、「かながわスマートエネルギー計画」の進捗に
ついて県のご担当者よりお話しをいただきました。この計画
は、県生協連を含む県内6団体が条例制定運動を進めた結
果、2013年7月に可決された「神奈川県再生可能エネル
ギーの導入等の促進に関する条例」を受けて策定されたも
のです。2つの目標のうち、県内の年間電力使用量の削減率
については目標を達成できましたが、「県内の年間電力消費

「かながわ脱炭素ビジョン2050」と「かながわスマートエネルギー計画」の学習会を開催

消費税ネット：
くらしにさまざまな影響を与えている
消費税、さらには税制のあり方につ
いて、広く学習と意見交換を継続的
に進めるための組織として、2020
年 11 月に結成され、県生協連は呼
びかけ団体となっています。

量に対する分散型電源による発電量の割合」については
目標達成が難しい状況であることが報告されました。参加
者からは目標達成への懸念と今後の政策、太陽光パネル
の破棄や設置による自然破壊などの問題、水素自動車に
ついての質問が出され応答が行われました。
　引き続き行政との情報交換を進めながら、消費者、消費
者団体、生協としてできることを進めていきましょう。

■ 日　時／2022年4月14日  13:00～14:45　
■ 会　場／神奈川県生協連会議室とオンラインによる

ハイブリッド開催
■ 参加者／21名（実参加6名、オンライン参加15名）
第一部
「地球温暖化の現状とかながわ脱炭素ビジョン
2050について」
講師 ： 神奈川県環境農政局環境部環境計画課地球
　　   温暖化対策グループ  主事　沼尻 久　様
第二部
「かながわスマートエネルギー計画」について
講師 ： 神奈川県産業労働局産業部エネルギー課
　　　　　　　　　　　　 課長　渡邊 太郎　様
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活動紹介

　２０２２年度　神奈川まるごと健康づくりの活動計画についてご案内します。

　「神奈川まるごと健康づくり」は、生協組合員だけでなく地域住民すべてを対象に、生協間や行政・他団体との連携を
大切にしながら、「食」「運動」「社会参加」の視点や「健康づくりはつながりづくり」の視点、さらには「健康格差」を改善
する視点から、地域における健康づくりの活動をすすめ、協同のある暮らしやすい健康な地域づくりをすすめることを目
的としています。
　2022年度の活動方針では、「神奈川まるごと健康づくり」の活動を県生協連の重点課題として地域の中に広げること
を確認しています。「健康」は「安全・安心」と並び、生協グループが大切にしていきたい価値のひとつであり、事業と活動
を通じて、さらには他団体や行政とも協力しながら、生協グループは健康づくりによっても地域社会に貢献していきます。
活動の柱は、「健康チャレンジ」の活動と、健康づくりリーダーの養成、健康チェックの推進、各生協取り組み共有の場づく
りを支援とします。 尚、活動費用の一部をCO・OP共済 健康づくり支援金を活用します。

神奈川まるごと健康づくり

「あってよかった医療福祉生協」
～誰もが健康で居心地よく、くらせる地域づくりに向けて～
県内の医療福祉生協の活動報告・学習・交流の場として開催しています。

● 開 催 日 ： 2022年5月26日(木)13:30～16:00　
● 開催方法 ： オンライン開催(zoom使用)
● 内　　容 ： ◇ 医療福祉生協の活動報告　(5生協から報告)
  　　・ 川崎医療生協「ウォークラリーの取り組み」
  　　・ 神奈川みなみ医療生協「ミニ健康チャレンジの取り組み」
  　　・ 医療生協かながわ「平塚ブロックの健康診断推進の取り組み」
  　　・ 神奈川北央医療生協「東部支部紙面文化展の取り組み」
  　　・ 福祉クラブ生協「子ども食堂・学習支援の取り組み」
　　　　　　 ◇ 講演「全国の先進事例に学び、10年後のありたい姿を展望する」
　　　　　　　　講師　日本医療福祉生活協同組合連合会　専務理事　片山忍 様

2022年 神奈川エリア  大学習会おしらせ

健康チャレンジに取組み
ます。

健康づくりのきっかけづくりと習慣
化＝定着化を目指し、2021年度は
13生協で取り組まれ4600名を超
える参加がありました。2022年度
は、活動の広がりを目指します。
５つの医療福祉生協と推進委員会
を作り取り組み、全会員生協や各
関係団体に参加を呼びかけ広めま
す。(チャレンジ期間 10月～11月)

健康づくりリーダー養成
に取り組みます。

健康チェックの実施等をすすめる
リーダーを養成するための講座を、
医療生協の協力もいただきながら
県生協連として年2回(7月・1月)に
開催します。
基礎的な知識の習得の場としての
リーダー養成講座と、リーダーへの
フォローアップ研修を年2回(9月・2
月)に開催します。

健康チェック活動の推進
と支援に取組みます。

各会員生協で多様に取り組まれて
いる「健康チェック」の活動を推進
するための情報提供や交流の場を
設けます。各生協の健康づくり活
動の紹介や交流会を開催します。

医療・福祉生協以外の方も
参加（視聴）できます。参
加希望の方は以下の2次元
コードよりお申し込み下さ
い。（締切　5月22日）
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　「るーむら麻生」は、お年寄りがいつもいる村　子どもたちがいつもいる
村　自然と共存している村　笑顔が沢山ある村。この街に暮らすおおぜい
の人が関わり、たすけあい、支え合いが息づく共に安心して暮らしていける、
次世代につなげていける地域の拠点となれるようにと名付けられました。
移転した生活リハビリクラブ麻生は誕生して35年、「あったらいいな」を組合
員の手でつくり出し、必要なサービスをW.Coを生み出しながら事業と活動
を継続してきました。これまでの通所・訪問介護、居宅介護、配食・移動・地域
包括支援センターに加え、小規模多機能居宅介護のスタートをしました。多
様に活用できる地域交流スペースをつくり、総合福祉拠点として、人と人と
のコミュニケーションを大切にした地域づくりを組合員とW.Coとの連携した活動ですすめていきます。

活動紹介

神奈川県生活協同組合連合会
第71回通常総会
■ 日 時／2022年6月28日(火)  10:30～12:00
■ 会 場／ワークピア横浜２階おしどり・くじゃく
　　　　  横浜市中区山下町24-1 　電話045-664-5252
■ 議 案／　

第1号議案　2021年度事業活動報告承認の件
第2号議案　2022年度活動方針及び収支予算承認の件
第3号議案　2022年度役員報酬最高限度額承認の件
第4号議案  役員補充選任承認の件

■ 日 時／2022年3月15日(火) 14:00~15:25
■ 会 場／スタンダード会議室新横浜店　６階会議室

2021年度 第6回 理事会報告

〔議決事項〕　
１. 2022年度の役員報酬委員会答申(案)について
２. 神奈川県生協連2022年度予算(案)について
３. 神奈川県社会福祉協議会への入会について
４. 神奈川県生協連2021年度会費の減免について

〔協議事項〕　
１. 2021年活動のまとめと次年度方針（二次案）
２. 2023年度予算に向けた県政要望（一次案）

　議決事項について全員異議なく可決承認されました。

2022 原爆と人間展2022 原爆と人間展

20日　22日(土） (月）
8月

▶20日　22日(土） (月）
8月

▶20日　22日(土） (月）
8月

▶20日　22日(土） (月）
8月

▶

予告

会　場／新都市プラザ
　　　　横浜駅東口地下2階そごう横浜店前
時　間／10時～18時（22日は14時迄）
企　画／神奈川県在住の被爆者が描いた絵の展示
　　　　原爆被災者のミニ証言（直前に収録）
入場料／無料
主　催／2022原爆と人間展運営委員会

県生協連総会の広告

★ 住     所：川崎市麻生区東百合ヶ丘3-17-4
★ アクセス：小田急線新百合ヶ丘駅よりバス「餅坂」下車、徒歩5分、「潮見台」下車、徒歩10分、または

田園都市線たまプラーザ駅よりバス「美しが丘西」「潮見台」下車、徒歩10分

　 　 お め で と う ご ざ い ま す ！

るーむら麻生 4月1日オープン
かわさき生活クラブ生協


